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【背景・目的】
在宅医療において、他職種から薬剤師に求められていることの理解が乏しく、提案や交渉に至るまでの質の高いコミュニケーションがとれてるとはいえない。
医師や看護師との往診同行では、何をやれば良いのかわからず、医師や看護師からの質問を避ける薬剤師もいる現状がある。
往診同行の際、他職種から頼りにされる存在となるために、医師に対する交渉力・提案力の向上（処方変更等を医師へ提案しつつ信頼関係も構築していく）、
医師や看護師、介護士などの在宅に関わる医療従事者や施設スタッフとのコミュニケーション能力の醸成を目的に医師や看護師のインタビュー動画を活用し、
「薬剤師の往診同行5STEP～施設編～」の研修を実施し、行動変容を研修後アンケートと事後課題にて検証した。

【考察】

アンケート結果から、医師をはじめ看護師のインタビュー動画を通じ、他職種の患者への思いや薬剤師に期待することを知ることにより、事後課題で
ある処方提案を実行した受講者が多かったと考えられる。グループワークを多く実施したことにより、個人の経験を全体共有でき、在宅経験が浅い
薬剤師のより良い学びの場となった。薬剤師の専門的スキルと今回の研修で実施した傾聴などのコミュニケーションスキルを掛け合わせることが行動
変容につながると考えられる。今後の薬剤師には専門的スキルは勿論のこと、更に、コミュニケーションスキル向上を学ぶ研修が提案力・交渉力の向
上になり、医師はじめ他職種に対して、主体的な処方提案の実施につながると考えられる。

【研修会概要・風景・内容・研修使用動画】
研修内容は、薬局やドラッグストア、製薬企業向けにコミュニケーションスキル研修などを実施している学校法人医学アカデミーグループYTLと約1年かけて共同開発。
受講者の行動変容を可視化するために、1回目と2回目の研修の間に事後課題として、研修を受けて実際に取り組んだ内容の検証を提出させた。

◎ 研修会概要

◎アンケート結果より ＊研修終了後にWEBアンケートを実施

アンケート結果（「研修内容の理解」「仕事に役立つ」）、2日間ともに全ての受講者があてはまるとややあてはまるを選択した。
1日目の「一番印象に残った内容」のコメントでは、医師・看護師のインタビュー動画と回答した方は最も多く半数以上の16名であった。

3. 一番印象に残った内容

◎研修後課題より

担当患者さんに対して仮説を設定し医師含めた他職種への処方提案実行は
25名、処方提案が通ったのは13名であった。処方提案が通った13名のうち、
減薬8名、服用方法変更3名、処方変更2名であった。

アンケートコメント抜粋

◼ 異なる職種や役割間でのコミュニケーションの重要性です。
自分と異なる行動スタイルを持つ人々との効果的なコミュ
ニケーションの尊重や、医師や看護師からのリアルなコメ
ントや要望を通じて、異なる視点を理解し、連携を強化する
ことに関心を示した。

◼ 実務経験に裏打ちされた5つのステップによる行動内容に
は、明確な理由と得られる効果が示され、これが理解の
基盤となりました。

◼ ワークが充実しており、実践を通じた学びが深まりました。
説明が分かりやすく、実例や前回の研修内容の参考回答
があったため、振り返りもしやすい研修でした。

事後課題の処方変更

減薬した薬剤

提案が通った人数 13名

減薬提案……… 8名

服用方法変更… 3名

処方変更……… 2名

処方提案が通った方のコメント
◼ 往診時医師のカルテ入力が終わったタイミングで提案をしたことで往診の
流れの中でスムーズに話ができた。

◼ 医師も減薬に対して薬剤を減らしたい意向を確認した。施設スタッフも薬
を減らし楽に管理したい、患者も飲む薬が減る方が負担が少ないと聞き
取ったタイミングで減薬提案した。

◼ 事前に施設職員にアレルギー症状の有無について確認し、往診時も
症状が見られていないため中止にできたのだと思う。今回は往診時に
医師に提案する形になったが、事前にトレーシングレポートを提出して

おけばよりスムーズだったと思う。

処方提案が通らなかった方のコメント
◼ 提案に対して往診同行中ではなく、往診前日までに事前に文書で提案し
また看護師や施設関係者の意向をしっかり組み込んだ上での提案で
あれば中止の回答をいただけた可能性があった。
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◎「薬剤師の往診同行5STEP～施設編～」とは

1回の施設往診同行をする際に、何を実施し、実施した理由と効果を5つのSTEP
（施設訪問前・往診同行前・往診同行中・往診同行後・施設訪問後）に分け、医師に対する交渉力・提案
力の向上、他職種とのコミュニケーション能力醸成を目的として学校法人医学アカデミーグループYTLと
弊社で協働開発したオリジナルの研修 ｜ Copyright © YTL, All rights reserved. ｜ ｜

1回の施設往診同行をする際に、何を実施し、実施した理由と効果を
5つのSTEPに分けて考えていきます。

薬剤師の往診同行5STEP～施設編～
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分析
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STEP1：施設訪問前 参考回答

行動の効果行動の理由実施すべき行動

①～③ 往診がスムーズに終了すること
によって、医師とのコミュニケーション
の創出が可能

④ 薬剤の提案時の緊急度と重要度
に活用

① 医師の処方発行時のヒントになる

② 今回の同行に関する提案や注意事
項の確認

③ 往診時にスムーズに回答する
④ 関係性の構築
┗施設によって直近のバイタルの一
覧をもらえることがある

⑤ 提案しておいて配薬できない事態を
さけるため

① 前回同行時に気付いた修正内容の
処方箋コピーをクリニックにFAX
（メール）する

② 同行中の医師や看護師からの質問
をイメージし、疑問点を調べる

③ 介護士、看護師、医療事務との情
報共有（お困りごとのヒアリング）

④ クリニック、施設からのメール、FAX
の確認

⑤ 薬剤の在庫確認
┗流通状態の確認。初めて購入の
場合は薬局に相談する
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分析
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◎ 研修会内容

スタイル 対面形式

時 間 2023年7月23日（土）、9月10日（土）：9:00～18:00（8時間）の合計16時間

対象者
在宅業務に従事している、または従事を始めようとしている弊社薬剤師30名
（薬剤師歴4年目～27年目）

内 容 薬剤師の往診同行5STEP～施設編～

調査方法 研修後アンケートと事後課題

分析項目

アンケートは「研修内容の理解」「仕事に役立つ」を集計・分析した。なお、あ
てはまる・ややあてはまる・ややあてはまらない・あてはまらない４つの評価
段階に分けた

事後課題は1回目の研修終了後、研修を受けて実際に取り組みたい内容（担
当患者さんへの処方提案）を提出、2回目の研修1週間前に取り組みたい内
容の検証（担当患者さんへの処方提案後の結果と考察）を集計した

講 師 学校法人医学アカデミーグループ YTL 杉山 祐孝

◎ 研修使用動画（医師・看護師・クリニック勤務薬剤師インタビュー）

1日目：医師や看護師のインタビュー動画、5STEPのグループワーク、傾聴スキルのミニトレーニングなどディスカッションとアウトプットを中心に実施

2日目：1日目の振り返りと事後課題の結果共有、医師のインタビュー、実症例を元にしたケーススタディや5STEPを活用したグループワークを実施

｜ Copyright © YTL, All rights reserved. ｜ ｜

医師・看護師・病院薬剤師から見た島田様

１）在宅医療を行う医師_湘南台スマイルCL 藤原先生

２）看護師_青野診療所 安富看護師

３）病院薬剤師_湘南台スマイルCL_水野薬剤師

インタビュー映像を見ながら確認しましょう
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トレーニングの流れ

■ミニトレーニング方法（1グループで1ターン実施）
流れ
• 全員でプレゼント品とヒアリング内容をグループワークにて検討してください
• あなた（プレゼントあげる側）と同僚役を決めてください ※他の方は聴講者
• あなた、以外の方は、次のスライドを黙読してください
• あなたと同僚役にてミニトレーニングを実施してください

あなたの薬局の同僚（男性）にお子さんが生まれました。同僚に何をプレゼントしますか？
プレゼント品をいくつかピックアップし、ヒアリングを実施して、一番喜ばれるプレゼントを選択し
てください。
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相手の立場で仮説を立てる_トレーニング_設定シート（同僚役）

【辿り着いてほしいゴール】

あたたが欲しいと思ったプレゼントであること（誘導された感じが無いことが条件）

【同僚情報】
• 結婚して2年目、初めての子供（女の子）
• 整理整頓が好きで、几帳面な性格
• 本人の趣味は、フットサル、スノボなどのアウトドアタイプ
• 配偶者は育休中であり、出版関係の仕事についている（薬剤師免許あり）

【心の中で思っている本音】
• プレゼントは配偶者のための品物が良い

※配偶者の好みなどはアドリブでお願いします
• 子供用のプレゼントは、友人や家族からたくさんもらっている
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『コミュニケーション』

傾聴のスキル

質問のスキル

ミニトレーニング

相手の言うことを正しく理解し、適切な表現で
伝えることができること

コミュニケーションのスキル
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5STEP_ケーススタディ

【施設について】

• 30名入居、2週間に1回医師・看護師と往診同行実施

※週1で15名ずつ、医師・看護師と往診同行実施

施設往診同行で実施すべきことを5STEPで考えてみよう

【あなた（薬剤師）の現状】

• 施設を担当して1ヵ月

【多職種について】

• 医師は意見は聞いてくれるが、優先順位をつけている先生でより緊急度と重要度が高い患者さんへの対

応を注力したい先生

• 看護師・介護士との関係は質問すれば悩みを話してくれる間柄（積極的に質問にくる関係ではない）
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ケーススタディ

医師へ提案したところ、

「少し考える」という返答でした。

医師へ提案を受け入れて

もらえなかった理由は？
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•78歳 男性 高橋さん

•急性心筋梗塞後の慢性心不全にて内服中

クロピドグレル硫酸塩

ロスバスタチンCa

カルベジロール

•普段は自宅内で身の回りのことは出来るが、

疲れやすいため外出はほとんどしていない

•通常時のバイタルサインは次の通り

SpO2 98%

脈拍 64回/分

血圧 110/70mmHg

体温 36.5度

呼吸数 14回/分

ケーススタディ 場面②

みなさんならこの段階でどうしますか？
A 医師に伝える B 患者さんの状態を調べてみる

いつも来てくれてありがとうございます。
おかげさまで身体に異常はないです。
そういえば、「便が黒っぽい」のは薬のせいですか？
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医師が求める薬剤師との関係性と提案方法

１）在宅医療を行う医師_湘南台スマイルCL 藤原先生

インタビュー映像を見ながら確認しましょう
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相手の会話の反応

ん？なんで？

薬剤師の提案

えっ？
このままでいいよ

あ～、たしかにね

医師への提案

〇〇を変更したいです
いかがでしょうか？

処方について

興味なし

興味あり
医師の反応

実は～～～ ～～～

会話モデルを活用して
行動を促す

興味なし 興味なし

興味あり 興味あり

このままでいいよ このままでいいよ
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ケーススタディ

【入居者について】

• 70歳男性、入居して約1年

• 筋委縮性側索硬化症（ALS）

• 非侵襲性陽圧換気療法（NPPV）含め、酸素投与希望していない

薬剤師としての対応は？

【現在】

• モルヒネ散1% 2.5mg/回 呼吸苦時に1日2～4回使用

• 呼吸苦が発生するたびに訪問看護師が訪問し、胃ろうから投与

STEP1・2を踏まえて患者さんや訪問看護師

の方が抱えている課題や不安は何ですか？

4

◎ 研修会風景

医師看護師が求める

往診同行薬剤師

弊社薬剤師の

島田について

在宅医療における理想の

チームとコミュニケーション

理想の在宅医療

について
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